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学会記事

第27回全国大会（北海道・旭川）概要

昭和63年度第27回全国大会に8月29日（月） ～9月 1日（木）の4日間、旭川｜大学

を中心にして開催された。

本大会の共通課題は「港湾とヒンターランドJと題しそれぞれ基本的研究問題等を

中心に報告され、シンポジュウムではこれをもとにして活発に討論がなされた（なお，

詳細は「シンポジュウムの概要Jを参照して下さい） 。

自由論題では、昨年と同織に会場を2つに分けて行われ、主として産業動向と港湾、

港湾労働問題、コンテナ港湾と後背地、占企び港湾政策問題等について報告がなされた。

報告発表者は下記の通りである。

会期中見学会として港湾 ・地域視察 ・懇親会（参加者70名），その他特に「エクス

カーション」 （道北地域港湾ならびに社会経済状況等の視察旅行、参加者20余名） が

もたれ、北海道港湾と地域経済動向等の問解を深める上てきわめて有意義な大会であっ

た。北海道港湾の関係者をはじめ北海道部会関係者の乙尽力のもとに諸計画、準備が

なされ開催されましたことを深く感謝申し上げます。

研究報告会

自由 論題

第 1会場

Hf塚湊の歴史的変i婆

一一一天竜川船運と海運の結節点として一一一 （日本楽器製造）谷 仁

産業の発展と港湾 （名古屋管HH組合）臼比野光イIf!

韓国港湾の現状と港湾機能の方向

第2会場

繊浜港における港湾労働者規制法の史的考察

（ソウノレTli"立大学） 金 洪主主

（神奈川県）大森秀縦

後発コンテナ港の成長が、先発コンテナ港の後廿i山ζ及ぼす；;1及型

一一一東京港を中心11:一一一 （東京工業大学）事Jl 圭錫

港湾政策の形成 （愛知学院大学）総浦茂治

共通論 題「港湾とヒンターラ ンド」

戦後北海道港湾歴史の特色 （商館大学）和泉雄 三

ヒンターラン ドの類型化と領域の測定 （港湾n!lil1情報サービス）千須紅l富士夫

港の背後地とネットワークについて （日本大学） LIJ 上 徹
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韓国西海岸開発と港湾背後地造成の課題 （韓国円光大学）キ卜 餅洪

北海道における内陸開発の課題と交通輸送体系 （旭川大学）小 藤 計

港湾空間を活用した地域活性に関する一考察 （地域~-j匝iill築研）金井箆 造

凹全総における地域交通ネ y トワークの形成lζ対する一考察

（クマシロ ・システム）神代方雅
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シンポジュウム棟要

港湾とヒンターランド

昭和63年度旭川大会のシンポ、ンュウムは首記論題の研究発表IC対する質疑応答をも

とにして行われたが，乙乙iとその要点をとりまとめて収録するものである。

報告テーマと発表者は次の通りであり，司会は徳田欣次氏（銀ii路公立大学）であっ

Tこ。

。。
報告テーマ及び報告者

①戦後北海道港湾歴史の特色 （函館大学）和泉雄三

②ヒンターランドの類型化と領域のiJ¥IJ定 （港湾都市情報サー ビス） 千須和 富士夫

①港の背後地とネ y トワークについて (i日本大学）.山上 徹

④韓国西海岸開発と港湾背後地造成の課題 （韓国円光大学） 朴 餅洪

⑤北海道における内陸開発の課題と交通輸送体矛 （旭川大学） 小 藤 計

⑥港湾空間を活用した地峡活性に関する一考察 （地域計画建築研）金 井 高造

⑦回全総における地域交通ネ y トワ クの形成lζ対する一考察

（クマシロ ・システム）神 代方雅

司会 まず最初にヒンターランドと輸送機関別ターミ ナノレ毎の分担について，

高村先生から山上先生へ質問が出ております。それによりますと， 「ヒ ンターラント

と機能を同じくする港湾と空港の機能分担は基本的に必要なのでしょうか，また，機

能分担においてどのような点が問題視されるのでしょうか」という乙とですが，山上

先生いかがでしょうか。

山 上 ：私は基本的に機能分担は必要であると考えます。皆様も御存知のように，

近年におきま しては複合一貫輸送の形態が浸透しており，港湾のみ使用する貨物は限

定されております。むしろ， Sea-AndAirの発達iとより空港も港湾も使用するとい

う貨物が増えてきており，今後増々乙の傾向は高まるように恩われます。ですから，

特に港湾等におきましては Container輸送分野iζ機能分担を考えてし、かなくてはな

らないと思いますし，またそうする事が時代の趨勢ではなし、かと思います。但し，乙
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の点については若干の問題点があるという事も事実でして，問題点として，第llζ航

空輸送の空港施設と海上輸送の港湾施設の管理者が違うという点，第2Iζサービスの

輸出ICついての問題，第3IL航空（施設等）の整備等をあげる乙とができます。いず

れに致しましでも，施設整備にかかるコストとしての建設費並びに，空港，港湾各々

の施設の管理者の違いという点lζ大きな問題があると言わざるを得ません。質問の内

容に若干そくわない面もあるかと思いますが，私と致しま してはぜひとも海港と空港

の機能分担は必要であると感じております。

司会 高村先生，一言感想がζざいましたら，宜しくお願い致します。

高 村． 特lζ，空港管理者と港湾管理者との関係lζ見られるような具体的な例をと

りあげて説明していただき貴重な御意見だと思います。ありがとうございました。

司 会 ：次IC，地域振興とターミナノレ関係，及び輸送機関の選択についてたくさん

の質問が来ております。高橋先生から山上先生へ， 「コミュータ航空と地域振興に関

してJ，また大浜先生から山上先生へ， 「我が国の地域振興におけるコミュータ航空

政策について」 「航空の規制緩和の我が国と欧米の相遂についてJ，以上の質問で乙

ざいます。

山 上 コミュータ航空ですが，我が国日本では60人以下の定期旅客輸送の乙とを

概ね指していると言えます。 一般的IL日本におけるコミュータ輸送は，南lt島聞の輸送

が中心になっておりま して， 東京 ・大阪等の大都市圏における都市聞のコミュータ輸

送はほとんど発達しておりません。例えば，今年6月から羽田～成田空港問にシティ

エアリングという会社がヘリコプター輸送を開始しましたが，利用率16.5 %，就航

率42.6 9ぢと，利用，採算共に伴わない結果となっております。そのような現状の中

で， 私の方の提案と致しましては，ζれからのコミュータ航空は，中継輸送機能が必

要である 一一換言するならば，主要空港聞を中継する航空アクセスとしての機能が必

要であると思います。実際，コミュータ航空輸送は，地域振興IL:役立つ函を大いに持

っているわけですが，まだ依然として大きな成果をあげていない，あるいは交通体系

の形lζなっていないというのが現状です。 ζ うした現状を改善していくには，航空政

策上，特Kハブ空港問との連携をコミュータ航空が行うシステム，もしくはネットワ

ークを構築してし、く必要があると考えられます。又，補足的な説明になりますが，私

が先程申し上げましたハフ‘空港の基準についてですが，アメ リカの連邦航空局の分類
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によりますと次のようK具体的に示されております。すなわちハブ空港は，旅客総数

に対して旅客数が空港Ii'.:1. 0 ~ぢ以上占めている（大ハブJ ' 0. 5 %以上 1.0 %未満の

「r.jコハブ」，0. 2 5 %以上0.5%未満の「小ハブJ' 0 . 25~ぢ未満の「No.ハブ」 ，以上

4種類のものiζ大別され，乙れらの数値がおよその基準になっていると言えます。

司会：大浜先生，高橋先生よろしいでしょうか。

大浜・高橋： 貴重な御意見とうもありがとうζさいました。

司 会．次K，小藤先生に移らせていただきたいと思いますが，伊藤先生から質問

が出ております。それによりますと， 「小藤先生の『北海道における内陸開発の課

題と交通一一』については多面において勉強させられる点が多かったわけですが，先

生は乙の発表の中で，北海道における 特lζ農産物，及び海産物等の食糧の海上輸

送の重要性についてあまり触れておりませんがーζ の点についてはいかがでしょう

か。私共が住んでおります名古屋では，北海道の苫小牧に定期的lζ海上フェリーが就

航するようになってから，名古屋市内に北海道の農産物・海産物が多く出回るように

なりました。又，先生は特iζ北海道¢工業Ii'.:ついて悲観点な見方をされておりますが

私共の方では仕事柄，室蘭港より名古屋港へある程度の鋼材が月 5,000 tまで陵揚さ

れており，北海道の工業も悲観する程ではないと思いますが，いかがで・しょうか。」

以上のような質問ですが，よろしくお隠れ、致します。

小 藤・私自身の考えと致しましては， 北海道はある意味で本州等の食糧輸送基地

として重要性が増すというよりも，むしろ現状を保つのではないかと思います。特に

乙れら食糧輸送の場合は，付加価値が発生したものκついては海上輸送よりも航空輸

送をするという方法がとられるわけでして，殊K食糧の海上輸送は増大するという乙

とではなくて現状を維持すると考える方が正しいようです。ですから，私自身，北海

道における食糧等の海上輸送について決して無視していたわけではありませんので，

そζのところをどうぞ乙♂理解していただきたいと恩います。又，工業についてであり

ますが，現実Ii'.:今，北海道では特iζ石炭等が操業短縮Ii'.:より今年だけで75万トンも減

産されております。 私としては，一例として北海道ではかかる問題が発生していると

いう乙とを参考までに乙紹介致しました。ですから，減産されて確かに伸び率は減少

するものの，伊藤先生がおっしゃるように基本的な量はある程度確保されて，現状が
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維持されると言えます。」

司 会． 続きまして，井村先生から神代先生へ， 「公共投資と民間投資の希離は地

域開発には不可欠であり，関連地方の開発という方策が乙れまでとられてきましたが

四全総の多極分散型ネットワーク構想、において，北海道においてはそれが解消可能か

どうか．簡潔かっ明確にど説明をお願い致します。 Jという質問が来ております。神

代先生，ご説明をお願L、致します。

神 代： l!!3全総の多極分散型ネ y 卜ワーク構想、が，北海道において可能であるかと

いうと質問ですが，簡潔に申し上けまして方法論としては非常にむずかしい問題であ

ると言わさるを得ません。一般的に，船会社というものは lつの港に入る方が効率が

良いと考えるのが常でありまして，稼動率の高い港には入るが，稼3効率の低い港Ir.は

入りません。例えば，北海道においては，やはり稼動率の高い苫小牧港にその貨物等

の扱いが集中していて，稼動率の低い稚内港を始めとする稼動率の低いその他の港に

は貨物等の扱いが分散していないというのが現状でございます。乙うした北海道の多

くの港に見られるような稼動率の低い港が，より高い稼動率を得るための lつの方法

としては，港湾の背後圏の需要を促進させる必要があると私は思います。すなわち，

稼動率の低い港に対しては，まずその港湾の輸送需要を生み出し，それに対して高い

輸送効率を与え，その結果，荷主が港湾を利用するというような地域開発として結び

つけるような政策をとる乙とが大切であります。ですから，乙うした政策を笑施する

ζとにより，一港集中型から多極分散型へ移行する乙とが可能になるわけであります。

具体例と致しまして，最近十勝港の貨物取扱い量が増えておりますが，乙れなどは明

らかに十勝港の背後圏以西の流通置が増えている乙とに起因しております。以上申し

上げましたように，港湾κ対して公共投資を行う者が実際K港を利用する民間（民間

資本）の立場IC立った判断による施設計画一 いわゆる港湾背後図の需要を考慮した

計画を実施していく乙とによって，北海道における四全総が目ざす多極分散型の方向

へ動いていくと，私は思います。

司 会 それでは次に移らせていただきたいと思います。徳回先生から朴先生へ質

問が来ております。「後背圏がどのように形成され，かっ混成され，それが西海岸港

湾建設をどのように期待しているのか，その実態と課題を乙表示下さし、。」という乙

とですが，朴先生よろしくお願七、致します。



244 

朴我が因縁国においては，経済的に有利にある先進地域の東海岸lζ対して，やや

経済的にも遅れの目立つ西海岸地域の開発は最大のl怒案であると言えます。私個人の

考えと致しま しては，後進地域の西海岸の地域開発を高めるためには必ず港湾機能を

高めてし、かなくてはならない，特に政策立案者自身の考えをそのような方向に持って

いく必要があると，乙れまで考えておりました。幸いに，我が国政府は最近になって

西海岸の開発問題が最大の懸案として提起され，西海岸の発展なく して韓国経済の発

展はないと考えるようになりま した。 一般的K，計画的i乙港湾を造り，工業を振興す

れば，その周辺部の港湾機能は活発になると言われております。我が国政府は，乙う

した観点から現在，西海岸の港湾施設を拡充する計画を進めており，私としましては

楽観的ではありますが，乙うした政府の姿勢が，韓国の先進地域である東海岸，及び

後進地域である西海岸lζ，新しい開発の波が訪れ，しいては韓国経済も国内的及び国

際的に発展していくと展望しております。若干，説明不足のと乙ろもあるかと思いま

すが， 以上ILて失礼し、たします。

司 会： では， 時間があまり有りませんので次に移らせていただきたいと守、います。

和泉先生lζ対する質問が来ております。 まず，富田先生から，「先生がおっしゃった

港湾は， ζれから空間施設として最も重要性を益々増していくという事に関連して，

経済的・社会的諸要件についてご意見をお聞きかせ下さい。」という質問が来ており

ます。又，木村先生から， 「北海道港湾の今日迄の発展を先生は国家主導型と指摘さ

れ，開発の姿勢lζ分析された港湾行政の自主について反省されておりますが，技術的

発展lζ向けての港湾の現設定をどのようにお考えですか， 又，先生は今後，地代論的

視点による港湾分析手法をどのように展開されるのか御見解を示していただきたいと

思います。」以上2点質問が来ておりますので，和泉先生よろしく おl顎し、致します。

和泉 まず，富田先生の乙質問からお答えしたいと思います。 私は港湾経済とい

うものは，基本的には経済学の応用論であると考えております。すなわち，私にとっ

ては港湾経済における資本と労働という点が最大の関心でありま して， その観点から

見ますと，港湾の業種の中でも，とりわけ港湾運送業は現在，合理化，機械化の荒波

にもまれております。 総じて革新港湾と呼ばれている港湾は民間資本及び賃労働が漸

次，削減・縮小されているわけでありまして，今日益々，港湾における合理化，機械

化が進んでいると言っても過言ではありません。私は乙うした現状を踏まえて，将来
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港湾経済の対象はどうなるのか，あるいは対象はなくなってしまうのではないか，と

いうのが私の関心でもあり，また疑問でもありました。そして，私なりの実証並びK

研究の結果，港湾の合理化・機械化の後に残るものは場所 すなわち空間であると

する結論IL至りました。乙うした乙とから，私はいかに港湾の合理化・機械化が進ん

でも結局， 「場所」としての港湾は経済学の課題として残るだろうし，益々重要とな

ってくるだろうと考えております。従って，経済的・社会的諸要件というものは，港

湾における合理化，機械化そのものであると考える次第であります。

続きまして，木村先生の質問に対してお答え致しますが，先程申し上げましたよう

に，港湾における「空間」は経済学的に考えますと，どのような理論IC:結び付くかと

いう乙とですが，乙れは空間，地域を論じる分野である 「地代論」があるわけです。

乙の理論の観点、からすると，空間の所有者は誰かという点が問題視されるわけであり

まして，例えば日本の港湾の空間は国家が，あるいは公共企業体が所有するわけです。

いわば，国や公共企業体が港湾管理者になるということは，その港湾は国家主導型で

あると定義つけられるわけであります。以上のように私は，港湾行政iζ対しては港湾

管理者と運輸省の関係から論じてきたわけでありますが，私は国家を代表する港湾行

政の主体は二つあると考えており， 一つは全国なら港湾局，北海道ならば北海道開発

局等であります。そして， もう一つは，北海道ならば海道局という主体が存在致しま

す。私がζの研究で実証するためにあげた数字は港湾局の資料ではなく，海道局の資

料です。ゆえに私の場合の今後の港湾分析の手法としましては，乙の海運局の資料

（数字）を中心lζ展開していくであろうと考えられる次第でございます。

司会 続きまして，ヒンターランドから見た港湾の機能と役割という分野からの

質問を乙紹介させていただきます。まず徳田先生から小藤先生へ，「産業と輸送機関

並びに手段の変化のもとで，港湾はどんな状態にあるのか，そして港に何を期待する

のか，また内陸開発IC:関連して港はどのような可能性を持っているのか，その認識に

ついておうかがいしたい。」という質問が来ております。小藤先生，乙の点について

乙説明をお願い致します。

小 藤．私は基本的には，港湾は結節機能，換言すれば，各地点をとり結ぶターミ

ナJレ機能を有するものであると考えております。では，ど乙で，どのような内容で結

ぶのかという点が問題となりますが，港湾における結節の内容というのは，様々な形
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態が考えられます。具体的Kは，例えば工業地域同士の結節が見られるでしょう し，

ζれなどは工業的で一番基本的な工業港としての港湾の役割が果たされていると言っ

ても良いと言えます。こうした結節機能を有する港湾における可能性についてであり

ますが，私自身，交通手段の技術的革新が港湾の可能性に大きな影響を与えるのでは

ないかと見ております。すなわち，乙れからの21世紀には「超高速船」の出現により

点と点一一いわゆる港湾と港湾の距縦を大幅I[＿短縮1るという可能性も十分に考えら

れるわけです。特に運輸省では，現在の船舶の速度の倍以上の50ノッ トぐらいで日本

と米国とを2日ぐらいで結んで，大幅な輸送l時間の短縮を図った「次世代船舶」の関

発計画が進んでいると言われます。いわば，乙うした交通手段の技術的革新をし、かに

現在における政策K取り組んでいくかという事が諜題として残るわけでありまして，

交通手段の技術的革新を先手，先手lζとるような政策をとれば，港湾は維持され，新

しい可能性と共K，新しい展開が期待できるのではなし、かと恩います。ご質問の主旨

!Cと、れだけ反映しているかと、うかわかりませんが，いずれに致しましでも，交通手段

の技術革新という点を踏まえまして私自身，港湾について研究していきたいと思って

おります。

司会 続きまして伊藤先生から神代先生へ 「第5期北海道総合開発計画K伴う，

県北農業生産と港湾についてJという質問が来ております。神代先生よろしくお願い

致します。

神代 先程皆様lζ申し上げましたように私は，港湾というものは輸送需要がなけ

れば，その港湾において物流は成立しないと常日頃考えております。特に港湾におけ

る背後産業が，圏内あるいは外国の港湾におけるそれと，比較をして劣らない生産性

を持つという乙とが重要であります。ですから，ご質問の第5期北海道総合開発計画

IC伴う県北農業については，その県北農業が前述致しました比較性を持ち，なおかっ

発展できるのかという点をます考えなければならないと思います。乙の県北民業は酪

i践であり，乙れまで考えられなかった丘陵地幣で路践を行うという開発庁による計画

でありまして，乙の計画を成JJJさせれば稚内浴の活性化も望めるわけですから，ぜひ

成功させなくてはならないと思います。乙の計画を成功させるためiζは，何よりも，

開発庁等が農業問題について，もっと積極的に取り組まなくてはならないのではない

かと私自身感じております。私は現時点では乙れぐらいの乙としか申し上げられませ
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ん。

司 会 それでは次に参ります。富田先生から，山上先生への質問でζざいます。

「港湾における中継集散機能の形成と統合化について具体的に乙説明をお願い致しま

す。J

山 上 私は乙れまで「内発・外来・中継Jという港の機能を3つ提示させていた

だきました。例えば，一般に重化学工業を背景とした工業港においては原料を購入し

て製品を送り出すという 一一いわゆる内発と外来の輸送需婆が発生して参りました。

しかし，港湾において乙の内発と外来という需要をうまく機能させる乙とはむずかし

しどちらかの需要に片寄ってしまうというのが実状であります。私は乙うした事情

も踏まえまして，乙れからの港湾は中継集散機能というものも考えてし、かなくてはな

らないのではなし、かと思っております。そして，乙の中継・集散機能を港湾が備える

ためには何よりも「情報」を一体化しなくてはなりません。例えば，港湾IL:内発機能

のみを求めても，おのずと限界があるわけです。ですから，乙れからの港湾は，単IL

物や人が移動するだけではなくて，情報の発信並び1ζ』情報の受信拠点としての一一中

継集散機能を有するものでなければならず，各港湾管理者はもっと乙の点について考

えてし、かなくてはならないと思います。また，港湾の中継集散化とそれに伴って情報

ネットワークが形成されなければならず，港湾のみが情報化しでも進展は望めません

ので，港湾IL:付帯する対象IL対する情報化という ζとも必要になってくるでしょう。

併せて，港湾コストという点も考慮し，いかに港の費用を安くするかという乙とも考

えなければなりません。いずれに致しましでも，港湾における中継・集散機能をもっ

と推進する必要があると私は考えております。

司 会： さて，次に移らせていただきたいと思いますが， 4番目の論題の「ヒンタ

ーランドと港湾経済」について，いろいろと質問が来ておりますので御紹介させてい

ただきたいと思います。まず，千須手口先生に対していくつか質問が来ておりまして，

富田先生からは， 「先生が港湾蓄積のタ イプと言われる場合のタイプについて乙

意見をお聞かせ下さい。」という乙とです。また，木村先生からは， 「複合組織体の

採算を明確lζしないと，先生の理論展開は崩れると恩いますが，複合組織体をとうお

考えILなりますか。私的資本と公的資本の役割を明確にした港湾蓄積論の展開をどう

お考えでしょうか。」，金井先生からは， 「国土計画におけるヒンターランドの実態と
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の軍隊が大きく，実際のヒンターランドでは公的資本と私的資本の複合組織体として

の資本協調という形で先生は論じられておりますが，港湾におけるヒンターランドの

設定についてどのように考えていけば良いでしょうか。」鈴木（暁）先生からは，「港

湾とヒンターランドを結ぶ物流交迎ICは，交錯輸送や迂回輸送という現象が生じてい

るが，それが港湾の適性配置や港湾問の競争，及び交通体系として問題視されており

ます。千須和先生ICは港湾Kおける背後地の市場概念との関連について乙説明をお願

いします。」以上のような質問で乙ざいますが，千須和先生，よろしくお願い致しま

す。

千須和： 4人の先生方から質問が来ておりますので， l順次説明させていただきたい

と思います。まず，鈴木先生からの「交錯輸送とヒンターラン ドの関係」についてで

ありますが，私は港湾周辺を通過している貨物というのはほとんど「商品」であると

考えます。その乙とは，そうした貨物の流れが商品の所有者あるいは支配者一換言

するならば荷主もしくは船会社等－ ILよって港湾問で何らかの必要性が発生するた

めに，その結果，交錯輸送が生じると考えるわけであります。 ζのような交錯輸送を

非常K便宜的方法で行っている例として，港湾貨物ではありませんが，建設資材の輸

送をとりあげる乙とができます。同質の貨物 いわゆる物質としての貨物が同質で

ある場合，例えば建設資材等を全国ネッ トワークにおいて各地域のデポを通じて情報

交換を行い，需要先へその資材を送るという方式があります。乙れなどは物流合理化

の一環として行われているわけでありまして，交換できる同質の商品の配送を前提と

していますが，交錯輸送を解消する lつの方法ではないかと思われます。

続きまして，富田先生及び木村先生の乙質問ですが，私自身小論にてヒンターラン

ドを類型化するにあたっては，港湾形成の基準を資本蓄積のタイプによって分けた方

が良いと書いておりまして，今日私の揚げた課題でヒンターランドを類型化できるの

ならば，それをより深めるべきであるという主旨のと意見（質問〕ではなし、かと受け

賜わります。私は港湾を形成する資本を公的資本と私的資本に分類しました。 一般に

産業資本が自らの資金 すなわち，私的資本を投資して港湾を整備して行くという

のが，今日における自立型港湾であります。そしてζれに対立する概念として，国家

が先導して投資をして港湾を整備していく国家主導型港湾というものがあります。例

えば，日本の港湾等は乙の国家主導型でありまして，私的資本の蓄積が遅れている国
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にあっては，乙うした国家が先導して投資を行い，港湾並びに交通施設投資を行って

まいりました。但し，我が国においては計画的に全国規模で港湾投資を行ってい乙う

という意識があらわれたのは， 1920年代ではなし、かと思います。 1920年代になって，

ようやく日本の資本主義が産業資本の要請によって地域に対する関心を持ち始めたと

言っても良いと言えます。いずれに致しましでも，資本慈積の類型は二つに分けられ

ると私は思います。一つは私的資本により整備されてくる港，もう一つは公的資本に

より整備されてくる港が出てくるわけでありまして，そ乙で，形を変えた資本集積が

行われてくると，私fCは思えるわけでありません。

次lζ，金井先生の乙質問は政策論的な意味を多分iζ含んでおられるかと思いますが，

私は小論において，港湾の計画は，全く計画的lζ行え得る 一一換言するならば港湾問

の競争がなくなるという段階に至らなければ完全なものにはならないと思われると書

いております。港をつくる計画の基礎として 「国家目的による開発を行う。」という

乙とが根底にありまして，一つは国民経済的使用を目的とした開発であり，またもう

一つは企業活動いわゆる生産手段として使用する乙とを目的とした開発があるわけで

す。現代の乙うした一連の政策の基本にあるものは，政策担当者がいかなる善意の立

場にあろうとも， 「産業資本jを代表するという乙とになっております。私が思いま

すには，地域社会の充実なしにはヒンターランド（内陸地）を考えていく乙とはでき

ないという乙とであります。そういう乙とを念頭に置いて，複合組織体としての資本

協調は社会構造の改革なしには行われない，いわゆる階級対立を克服し，地域におけ

る住民の大多数意見を直接反映させた意志のもとで動くというような政策をとるζ と

が必要ではなし、かと思います。

司 会続きまして，神代先生fC対するご質問を乙紹介させていただきたいと思い

ます。まず，日比野先生から「今日，港湾事業は国等の伝統的，中央集権的な補助金

等IL依存しているのが現状であり，特lとわが国では，港湾法における港湾局による港

湾管理者を設置している港湾は皆無に等しいようです。 ζのような実態から自治体等

の事業主体側K反省すべき点があるのではないでしょうか。先生はどのようにお考え

でしょうか。 Jという質問が来ております。また．土橋先生（石狩新港関係者）から

は「今回のテーマが地域の活性化，多極分散型という乙とですので，乙れを前提とし
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て質問させていただきます。物流とその形態効果がその地域経済の発展の基礎条件で

ある観点から，北海道を地域活性化するには，今何が不足しているのでしょうか，又

どういう手段が必要なのでしょうか？Jという質問で乙ざいます。神代先生よろしく

お願い致します。

神代。 まず，日比野先生からのご質問にお答え致しますが，先生が言われます

ように私自身も港湾管理者はできるだけ効率の高い生産性をあげて，できるだけ国の

補助を受けないように努力をするという点については，同意見であります。しかし，

現状においては非常K難しい問題であると言わざるを得ません。例えば，北海道の十

勝j巷を例にいたしますと，十勝という財政規模の中で港湾を建設した場合，あらゆる

輸送機能を考えますと，相当の投資をしなければならないと，考えられます。まして

現在の姿で地方自治体が，港湾を建設し，なおかっ港湾局を設置するという乙とは全

く考えられないと断言できますし，また白治体としての石狩庁の負担は財政的に非常

に困難であると言わざるを得ません。乙の点、については費用の負担の問題点ですが，

国からの助成金に多くを依存しているという問題点は自治体も含めて，大いに反省し

なくてはならないと思いますし，また乙の問題点は簡単に論じ切れるようなものでも

ないと思われます。

次lζ土橋先生のご質問ですが，先生のと質問の主旨は具体的な政策等の「答え」の

提示を意図されたものであると受け賜わります。先生が乙指摘されるように具体的に

答えを出すという乙とは必要であります。但しその答えを導き出す為には，それ相応

の論拠というものが必要lζなってくるわけです。私の小論においては，中には一部そ

の具体的な答えとなっているものもあります。例えば， 「資本の論理」等は，もっと

生産性の低い地域に長期的に資本を増やすべきであると私は述べているわけですが，

乙れなどは一つの手段であり，いわば具体的な答えの一つなのではなし、かと恩うわけ

であります。要するに答えを導き出すためには，まず考える乙とが必要なわけであり

まして，実際夜、もまだその具体的な答えを出すまでには至っておりません。私も今現

在，考えているわけでありまして，先生が乙指摘のように，過程あるいは筋道を明ら

かにし，具体的な方策を考えてし、かなければならないと私自身，痛感しているわけで

す。私のみならず，全ての我々港湾関係者は港湾における様々な因果関係を理解した

上で，対応策を考えていかなければならないと思う次第であります。土橋先生Kは大
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変申し分けありませんが，以上で失礼させていただきたいかと思います。

司 会 ：乙れから議論が畢鏡になろうかというと乙ろですし，また多くの点で論議

する乙とはたくさんこざいますが，残念ながら時間的余裕がζざいません。今日は大

変重要な論議がなされたわけですが，その内容について私が乙乙で総括する力もござ

いません。しかし，それなりに議論を深めて成果を得る乙とができましたので，参加

された方々は各自その中で汲み取っていただきまして，今後の研究を充実させていた

だきたいものだと思います。大変，不手際で失礼いたしましたが，乙れでシンポジウ

ムを終わらせていただきたいと思います。なお，ご出席並びにご報告いただいた先生

方lζ厚く御礼を申し上げたいと思います。どうも有難うどざいました。

i主 本記は佐藤正浩氏（楠原輸送附）によって整理 ・要約されたものであるが，テー

プの音声不良等のため，不備な点等がありましたならば乙．寛容下さい。



252 

部会活動状況
〔関 東部会〕

平成元年の部会開1JJj状況、ならびに研究会活動は、次の通りである。

(1) 平成元年2月4日（土） 13 30～15: 30 

日本港湾協会参加者 ，31名

テーマと報告

1) 東京湾のウォーターフロント開発にについて 横浜商科大学宮田騰宏氏

司造船業のウォーターフロント開発への参入 日本大学山上徹氏

12) 平成元年5月13日（土） 13 30～16 00 

日本大学会館参加者 ，22名

テー 7 と報告者

!) 東京湾の物流の変化について

司東京湾臨海部開発の背景と問題

13i 平成元年7月15日（土） 13 : 30～16: 30 

日本港湾協会参加者 ；21名

テー？と報告者

横浜港湾経済研究所 高見玄一郎氏

横浜アカデミ 堀野正人氏

I) 港湾貨物流通システムの概要について 運輸省貨物流通局安富正文氏

自 はしけi運送事業に対する法的規制の史的考察神奈川県労政課大森秀雄氏

以上の3回の報告会の外lζ、平成元年2月4日の報告会終了後、部会内Kて「ウォー

ターフロント開発研究会・「港連問題研究会」の設立Ii'.:むけて準備する乙とを決定し、

その入会希望等により、次のように「東京港視察と講演会」を開催した。

(4) 平成元年4月3日（月） 13 40～16 30 

東京港管理事務所参加者 ，49名

テーマと報告者

1) 東京港の開発計画の概要

〔関西部会〕

(1）平成元年2月10日（金）

東京臨海副都心建設佐藤正夫氏

以上 （文責・山上徹）

大阪市立大学文化交流センター 参加者 ；32名

テー 7 と報告者

1) ネqi戸・大阪港と都市再開発

日横浜港周辺部の物流と再開発

〔中部部会〕

ターミナノレ・レポート社稲垣哲氏

大阪市立大学柴田悦子氏

(1) 平成元年8月27日（木）研究報告会及び総会開催

テ マと報告者
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I) コンテナ貨物の要因分析・計量分析 名古屋大学真継隆氏

2) 伊勢湾諸港の機能分担と港湾計画（衣浦港港湾整備計画を事例として）

愛知大学管沼澄氏

富山大学中藤康俊氏

出席者80名

昨年度の研究報告をまとめた「港湾研究第10号」を刊行した。研究報告3論と書評

司港湾の機能と地域

からなっている。

以上 （文責・木村武彦）

比
口謹

本学会名誉会長の柴田銀次郎先生（神戸大学名誉教授）は，平成

元年10月6日午前0時42分，心不全のため西宮回生病院で逝去され

ました。享年90才。告別式は7日午後l時より神戸市東灘区御影町

の中勝寺で行なわれ，喪主は柴田悦子（本学会副会長）先生。

なお，告別式には学会を代表して北見俊郎会長が出席し，御香料，

花輪，弔辞を献じました。乙乙lζ，柴田銀次郎先生の御生前におけ

る学会創設期よりの御尽力をはじめ，会長としての御指導，又学会

への御寄付等，長い間lζ亘って御世話になった乙とを想い，心より

感謝すると共K，御冥福と御遺族の皆様の御平安を祈ります。
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業績 リ ス ト

ζのリストは過去3年間 (1986年度～1988年度）における会員の業績をアンケート

によって集録したものである。種別の記一号は下記によった。 著 著書．共 e 共著．
共編 共編著編・編著， t命ー論文， 資資料I 監獄訳，訳訳書．共訳共訳書l
紹！紹介』評ー書評，報 a研究発表・報告，他 その他。

氏 名 区分 発 表 ア て7 発表箇所 発表年月

宏一彦 正一 こ仕 現代経営学入門 新評論社 1988. 4 

当ニ 国際物流概論 白桃書房 1988. 4 

主6企間. 人間関係論とE.メイヨーの一考察 「交通論叢東交」N短o.2大4 1986. 11 

，， 情報化社会と企業経営のコンビュー 茨城年コンビュータ 1987. 6 ター化 一報

，， 経営における人間問題の考察と E.
メイヨー

「交通論叢東交」N短o.2大5 1987. 6 

H 
第諸三セクター経営にみる鉄道事業の
問題

H 1987. 6 

年百 山上徹著「交通サービスと港」 輸送展望秋季号 1987. 9 

ヨ己ーl企R』I 清業水港の発展にみる企業者活動と企 港湾経済学会年報 1987. 10 経’営
No.25 

〆F
E.メイヨーの見た産業社会の一考 「交通論叢東交JN短02大6 1988. 6 
察

’F 
産業社会にみる人間問題の研究と 「交通論叢東交」N短o.2大7 1988. 12 E.メイヨー

" 渡辺華山研究 厚木県史史談 1988. 7 

キ百 横手内著 「フォーターフ ロントの計画 港湾経済学会年報 1988. 9 法」
No.26 

安藤 平 著 横地浜域港の水産物輸入
（ 経済シリースNo47)

研（究！材所）神奈川経済 1986. 4 

" 図リ（説現ー外状ジ貿NとG課5コ1題）ンテ・上ナ貨巻物）輸（地送域と経横済浜シ港
，， 1986. 12 

" 向上（地中巻経） （域済シリーズNo52)
，， 1987. 2 

" 
同上（下地巻 I) 
（域経済シリース、No53) " 1987. 6 

，， 向上 （下士山巻II)
（ 域経済シ リースNo59)

，， 1987. 8 
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氏 名 区分 発 表 ア て7 発表箇所 発表年月

安藤 平 著 神奈川県下（地の域輸経出済産シ業リとー貿ス易W商o.6社
（上巻） 3) 

（！日）神経奈済川
研究所 1988. 3 

，， 向上（下巻）
" 1988. 8 （地域経済シリーズNo.64)

" 通関制度史（上巻）
日本通開業会 1988. 7 

迎合会

，， 向上（下巻） ，， 1988. 11 

一面ふ白百 横輸浜港の輸合入）（貿経易済（海上輸送と21航2)空
送の競 スポyトNo.

研（究財所）神奈川経済 1986. 4 

，， 横政浜経港の機械機器輸入の分析
（ かながわ） 神奈川新聞社 1986. 5 

，， 横横浜 ・東京対応両港（の交経錯輸送の実）態と
浜港の 政かながわ ” 1986. 7 

,, 横政浜港経の対な中国貿）易の現状と課題
（ かがわ

，， 1986. 11 

絹（和装）（経済スポットぬ221) 研（究財所）神奈川経済 1987. l 

" 
神奈経川県内の輸出生産と港湾流動
（ 済スポy卜No.222) 

，， 1987. 2 

，， 全ポら国みッ輸たト神N出o入奈22川コ6県）ンのテ輸ナ貨出物産流業動（調経査済かス ，， 1987. 6 

，， 海老（経済スポッ トNo.233) ，， 1988. 1 

，， 円高 ・クJレメ時済代の魚介類・生鮮果
実の輸入（経スポットNo.240) 

，， 1988. 8 

*1l 密貿易（日本大百科全書22巻） 小 学館 1988. 7 

雨宮洋司 号a企mi 船舶運航技術論と商船高専の課題 全技報日本第船4舶号職員 1986. 4 

，， 総合安保政策船と
舶運航技術の混迷（2)

富集山商号船高専研究
録19

1986. 8 

:Lt 現代の海運と船員 成山堂 1987. l 

三uム"" 「現階代の策海運と言船員」 問題研究の現段と政的提
富集山商船高等研究
録20号 1987. 7 
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氏 名 区分 発 表 ア 7 発表箇所 発表年月

雨宮洋司 オ土 現代の港湾 税務経理協会 1987. 10 

き回β開 富山県工業政策の現状と課題 日本海洋会誌12号 1988. 3 

，， 若潮丸研究報新告潟E東－ 港・霧島一 富集山商船高専研究
録21号 1988. 7 

,, 全寮制度下の担任の役割 ，， 21号 1988. 7 

報 商船教育連の歴史と課題ー経営戦略との閲で
日本海回運大会経済学会
第22 1988. 10 

さ日子間6. 商船教育船の課教育題と展望（上） ー乙れ
からの 員 体系に関連してー

海 運 1988. 12 

,, ，， （下） 海 運 1989. 1 

共 県民のくら しと 「いきいき富山」 自治体研究社 1989. 3 

和泉雄三 圭，＂＂岡 鎌倉時代の交陸上交史通ー 函大商業論研第211987. 3 通通論（4）ー 巻2号

" 戦中戦後の函館港湾運送企業
地域第史研究は乙だ
て 8号 1988. 10 

" 北海道港湾の変遷
日本港湾経済学会 1988. 8 
北海道部会報No.10

，， 戦後北海道港湾史の特色 日本書警護喜草案 1988. 8 
No.26 

報 同 上 旭川大会 1988. 9 

評
北見俊郎著「港湾政策」 青学論会集山学」「青院大山学経経営営一1986. 3 

の形成と課題

市来清也 三日企間与 国際物流とフォワーダー 輸送展望No.199 1986. 7 

" 物流業としてのフォワーダー
JIFF Aニュース

1987. 1 No.25, 26 

国際物国流の現合輪状と諸問中題
際複 送を心として

流通研経済究大学流通
問題 No. 8 1987. 4 

，， 国際輸送と倉庫業 季刊倉庫No.73 1987. 5 
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氏 名 区分 発 表 ア ーマ 発表箇所 発表年月

市来清也 ~間/.>. 新状潟と港課題における日本海貿易物流の現 流通経’プ済プb1」大学流通
問題研 Na 9 1987. JO 

，， 国際海上上輸送と輸港湾送物流
一海コンテナ を中心として 向上

Na!O 1988. 4 

，， 燕一金市を属に中洋心お食けと器るし輸て・金ー出産属業ハのウ現ス状ウとェ課ア題ー 向上 Nall 1988. 10 

評 徳田欣次 ・柴田悦子編「著現代の港湾j 輸送展望Na205 1988. I 

植田 栄二 共 中小企業論 八千代出版 1986. 4 

著 現代経営論 創成社 1987. 5 

共編 現代日本経営パフォーマンス 同文舘 1988. 6 

遠藤幸子 日壬ιnn 流通システムと港湾 お茶の＊地理29号 1988. 5 

，， 港湾の活性化に果たす商社の役割 日本報港湾経済学会年 Na25 1987. 10 

共 国際物流概論（第6主主） 白桃書房 1988. 4 

榎本喜三郎 吾而ふm1 船舶登録要件Ir関する条約12 海事産号業研究所報
239 

1986. 5 

，， 船舶登録要件1r.関する条約 国際海事研究Nall1986. 7 

,, コンテナ輸送における 海事産業研究所報
1987. 2 インランド ・デポ 248 

，， 裸事n船の登録について（上〕 向上所報251 1987. 5 
（下） 254 8 

，， ジエヌイン ・リ ンクの形骸化 向上所報255 1987. 9 

，， 裸傭船の登録について 海事τヨ法研究会誌 1987. 12 
81 

，， BBC Registration 海事産業研究所報
1988. 1 259 

，，， ICC による裸勧仰告船登録Ir関する法
制定のための

海事法研究会誌851988. 8 
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氏 名 区分 発 表 ア てF 発表箇 所 発表年月

榎本喜三郎 著 国史際的研海事究法（三に訂お増け補る版船舶）登録要件の 近藤記念、海事財団 1988. 12 

大浜慶和 卦ニ 現代航空経済概論 成山堂書店 1986. 10 

，， 現代経営学入門 新評論 1988. 4 

，， 国際物流概論 白桃書房 1988. 4 

評 山上徹著「交通サービスと港J 会特編豪）華警護総 1987. 10 

北見 俊郎 1土 経済辞典 （新版） 有斐閣 1986. 9 

共 編 改訂港と経済 ・社会の変貌 時潮社 1986. 10 

共 近代日本交通史 法政大学出版局 1987. 4 

<L込 成港湾を問題と港湾政策一部門政策の形 日本報経済政策学会 1986. 5 めぐって 年 No.36

，， 「港湾論」の現代的課題 海運経済研究No.201986. 9 

，， 東京湾問題と「房総運河構想J 海事広報1986 1986. 10 

，， 港湾の総合的役割と経済発展 倉庫No.74 1987. 2 

,, 人間と港湾労働 「港湾人への 港湾労働経済研究
1987. 2 試論 J No.11 

，， 港一湾港機湾能都市と再都生市再の生諸の問課題題と課題一
日本都市学会年報

1987. 6 Vol. 20 

，， 臨海部開発とウォーターフロン ト問題 青山経営論集 1987. 11 Vol. 22, No. 2～3 

，， 人間・価値観・業界 倉庫No.75 1987. 11 

，， 沿岸域問題と文化的諸問題 海事広報1987 1987. 12 

，， 港湾経営とポート ・セールス
港湾Vol.65No. 2 1988. 2 ーその性格と課題ー
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氏 名 区分 発 表 ア て7 発表箇所 発表年月

北見俊郎 壬.iii 諸日本問題貿易の環境変化と港湾機能の 日本貿易学会年報 1988. 3 No.25 

" 
市民と港そ
のかかわり合いの構造 誌調横査究季室浜市報） 都No.市98科学 1988. 6 

" 沿岸域と港湾
沿岸域Vol.1 1988. 8 No. 1 

，， 「都「市空・港」的の機念能的関連性 そ 青山経営論集 1988. 9 の 間」 概をめくってー Vol.23, No. I～2 

" 
Port Authority問題と港湾体制の
近代化（上） 港湾Vol.65No.10 1988. IO 

" 
，， （中） 港湾Vol.65No.11 1988. 11 

，， ，， （下） 港湾Vol.65No.12 1988. 12 

，， 港からみた都市と政策 海事広報1988 1988. 12 

，， 港と街の横将来浜像13 － O年をふまえてー 新しい横浜Vol.3 1988. 12 
，， 市民文化と港 港湾Vol.66No. 1 1989. 1 

，， 都市と港湾の政策基調 日本報経済政策学会
年 No.27 1989. 3 

資 明治後期，横浜の風景と風俗 横市浜市市民ブ局
民クラ 1986. 6 

，， 21世欧紀米における千対比葉県への提言
一 社会との をふくめてー 地域科学1986 1986. 12 

，， 地方港湾の役割と展望 港湾振興No.9 1987. 3 

，， 港湾 100人 一矢野剛一 港湾Vol.64 No. 3 1987. 3 

，， 横浜という街へ 新しい横浜 1987. 3 Vol.lNo.l 

，， 首都圏の将来像と東京湾問題 首都圏公論 1988. 3 No. 2～3 

,, 港と名基古本屋的諸市の活性化
一 問題をめぐって

名報古告屋書市総務局 1988. 3 
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氏 名 区分 発 表 ア ’マ 発表箇所 発表年月

北見俊郎 資 日本港湾経済学会とは 日本昭海事新聞
• 63・5・261988. 5 

" 
近代書I］社（会における港湾の問題点と
役上） 港かわさきNo.2 1988. 7 

，， ，， （下） 港かわさきNo.3 1989. I 

，， 大代学の教人生育とと新教育入社の基員教本育問題一新ーしい時 産業訓練Vol.35 1989. 3 No. 402 

" 
日本沿岸会議研究討論会
セッション・ l報告」 沿岸域No.2 1989. 3 

喜多村昌次郎i 主6会聞与 総合港湾物流の知識⑦ 「港運J 1986. 4 

，， 総合港湾物流の知識③ 「港運j 1986. 5 

，， 総合港湾物流の知識⑨ 「港運」 1986. 6 

，， 総合港湾物流の知識⑬ 「港連j 1986. 7 

，， 総合港湾物流の知識⑪ 「港連」 1986. 8 

，，，， 総合港湾物流の知識⑫ 「港運j 1986. 9 

" 経済成長期の港湾と港湾労働
港湾労働経済研究

1987. 2 No.II 

" 物流基地港湾機能の変遷
中部女子短大社会

1987. 5 
文化研究所No.3 

・'' 港連の構造変化と港湾労働
港湾労働経済研究 1988. 2 No.12 

，， 港湾労働 ① 「港運」 1988. 8 

，， 港湾労働 ② 「港連j 1988. 9 

，， 港湾労働 ③ 「港連J 1988. 10 

，， 港湾労働 ④ 「港連J 1988. 11 
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氏 名 区分 発 表 ア てE’ 発表箇所 発表年月

喜多村昌次郎 きロム聞 港湾労働 ⑤ 「港運J 1988. 12 

，， 港湾労働 ⑤ 「港運」 1989. 1 

，， 港湾労働 ⑦ 「港連」 1989. 2 

，， 港湾労働市場と労働運動 港湾労働経済研究 1989. 2 Nu13 

，， 港湾労働 ③ 「港連」 1989. 3 

資 識港連お企よ業び実の情態報調化査対報告応等に関する意 協（財議会）近代化促進 1987. 3 

" 
国際物流の変化の中における港運業 協（議財会）近代化促進 1988. 8 
の対応

木村武彦 共 現代の港湾 税務経理協会 1987. 10 

き日A間 物流構造転換期の港湾労働 年港報湾労働経済研究
No.11 1987. 2 

，， 物流基調の変化と大都市港湾 港湾研究No.8 1987. 3 

’F 規制緩和政策下の国際海運の競争 日本報経済政策学会年 No.35 1987. 3 

，， 物流構造の変化と国際海上輸送 昭流和学6会2年全度国大日会本物 1987. 7 

，， Management of the port 
of Nagoya 

CHIN A Portex 1987. 9 
’87 conference 

" 臨海部再開発の政策基調の変化 港湾経済研究No.251987. 10 

，， 臨海部開発政策における民活導入の 第芸2学2会回中日本部地経方済政大 1987. 11 課題

" 物流の変化と港湾政策 昭和田会年1部月日会本
物流学中部 1988. 1 

，， 自動車産業の多国籍化支を
える海上輸送 ほだ沖20号

1988. 3 

，， 造中業心竺に案ー国警告福建議湾総警 国際経済Nu39 1988. 10 
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氏 名 区分 発 表 ア て7 発表箇所 発表年月

手nilι" 
者国際物流戦略の変化と非船舶運送業
C NVOCC) 昭経和済6学3会年1中2部月部国会際 1988. 12 

，， 臨海部開発と民活導入 港湾労働経済研究 1989. 2 No.13 

，， 臨海部開発政策の展開と民活導入 日本報経済政策学会年 No.37 1989. 3 

，， 東京圏集中の経済構造と民活導入 ほだ沖21号 1989. 3 

資 みなとと川 （物流の変遷）
第4回河川シンポ 1986. 5 ジウム全国大会

，， わ再が生国初の都よ市み型がウォー名ターフロン
ト ー えった古屋港ガ 港連Vol.llNo. 121 1986. 6 
ーデン埠頭一

" 物流基地一名古屋港の現状 委書思議麟鰭 1987. 10 

，， 名開古発屋港のウォーターフロン卜の
について

部昭日本会和田土講年木演学7月会中部 1988. 7 

，， 名古屋港の現状と将来Kついて 企昭和業6立3年地愛セ知ミ県ナー 1988. 8 
テキスト

21世紀の名古屋港 地域問題研究37 1989. 1 
一名古屋港基地構想の方向一

” 乙れからの臨海部開発一港湾計画
平業成立冗地年セ愛ミ知ナ県ー企 1989. 2 
テキス 卜

" 名古屋港ーその現状と21世紀の展望 荷主と輸送No.1721989. 2 

評 篠原陽一編著「現代の海道」 港湾経済研究No.241986. 10 

，， 山上徹著 「交通サービスと港J 港湾研究No.9 1988. 3 

園領英雄 共 配船の経営科学 成山堂 1986. 9 

著 世界の中の日本海運 逆輸省海技大学校 1987. 2 

壬n!ili 海運企業の金属tli行動 海運経済研究 1986. 10 
第20号

，， 米界国航空響規制緩和政策の白欧航空業 神戸商類船大紀要 1988. 7 への影 第l 第37号
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氏 名 区分 発 表 ア て7 発表箇所 発表年月

国領英雄 圭6問ε当． 船舶近代化の限界IC関する一考察 神戸商編船大紀要
理学第36号 1988. 7 

" 海運業における経営戦略
海運号経済研究
第22 1988. JO 

資 定期船海適道における航路密度の経済 海外海事研究 1988. 7 性と最運賃決定 第JOO号

小林照夫 も｛＂問 教会目大治都学市から， セン言ト・アンド以リユース みた J 
前のスコットランド4銑章一 科関『東学紀学研要院究』大所第学編46人号文 1986. 4 

,, 歴史iζ学ぶ市民生活ーニューヨークを 号東学紀学研要続究1大所第学4編8人号文 1986. 12 
訪ね上行寺東治跡、を考える

，， 戦究後日本状IC於題ける港湾の経済学的研
の現と諜 ll!,1;1書1987. 7 

，， 歴史的変遷にみるスコットランドの
ニュータウン 科関『学東紀研学要院究』第大所学編50人号文 1987. 8 

評 山上徹箸『交通サービスと港』 第日『本5商7大学巻学集第志商l学号』部 1987. 8 

号，$j 都市機能の活性化と Newtown 韓治治学国』会地第域1『巻開開発発第叶l・号自自 1987. 9 

期港とと文み明た開横化浜一商「開港から文明開化
JI 人の活躍を中心に

研究紀所編
『要』第53号 1988. 7 

，， 苦沿命岸心域期IC.附と歴史けーるスフコォーッスト湾ラのン開ド産発業を 日本沿沿域岸域会議
『岸』 Vol.1 1988. 8 

発題 高等教育の国際化 その理念、と現実 横紀け伊浜て市国の屋高『等2書1世教店刊紀育』向 1988. 9 

坂井吉良 き日ふ間 競争効効果率とX一効率一港湾における
Xー の計／Jll]

日本報港湾経済学会
年 No.24 1986. JO 

，， 港湾における短期の雇用調整 港報湾労働経済研究
年 No.I1 1987. 2 

，， 鉄道K対する規制の経済効果 社研中部会究女文年子報化短研No.期究3六砂T学 1987. 5 

" 大都市高速鉄道の経済的使主主
紀中部要女子短期大学
No.17 1987. 12 

，， 港湾財港政湾赤字と規模の利効益
ー におけるA-J 果

年港湾報労働経済研究
No.12 1988. 2 

" 日本の労働市場と総供給曲線の勾配
社会文化研究所 1988. 12 
向上年報No.4 
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氏 名 区 分 発 表 ア て7 発 表箇 所 発表年月

坂井 吉良 圭o会m• 日本における部門間シフトと失業
港湾報労働経済研究
年 Nul3 1989. 2 

篠原陽一 壬，，filj 船員家族の離家庭性とその対策 労働の科学40(1) 1986. 10 

" 日本船員の労働時間の問題点 海道経済研究20 1986. 10 

，， 船編員『労働代の特海殊性 （船員員問題研究会
現の遂と船 』所収） 成山堂書店 1987. 1 

，， 海運政策と船員の立場 （向上） 向上 向上

，， 船編舶近改善代施設本とその効果所 （広岡治哉
『 日 交通史』 収） 法政大学出版局 1987. 5 

，， 戦編後『日代本経済港と港所湾（徳田欣次ほか
現 の湾』 収） 税務経理協会 1987. 10 

資 船員査の定近年退峨内航後Kおける生活動向調 海， 船員
所海上労働科学研究 1987. 3 

，， ，， 一外航船号一 ，， 1988. 3 

鈴木 暁 きu岳"" 海運企業における多角化の構造 海事産業研究所報 1986. 5 

共 徳田・柴第田編章著『現分代担の港湾』c 2 -m ) 税務経理協会 1987. 10 

ユo'岡' 臨海部再開発に閲する考察 港湾経済研究Nu251987. 10 

" 荷主企業による物流支配の構造 広学校島紀商要船高等専門 1988. 3 

国際物流の構造変化と物流業 広学校島紀商要船高等専門 1989. 3 

共 i現代の海運と船員 成山堂書店 1987.1 

高橋 望 壬oa'H F一規米産制国緩業国和内K航のお装空件産る（業規31制の理事論例一の妥当性 経済経営論叢 1986. 6 

" 航と空規米産制国業緩国和に内航のお条空け件産る規業（制の4事理・例論完）一の妥当性 経済経営論叢 1986. 12 

" 
米行動国航空業の規制緩和環境への適応 運輸と経済 1987. 6 
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氏 名 区分 発 表 ア て7 発表筒 所 発表年月

高橋 望 告o'間. 規制緩和下の航空産業 公務令正局調経取査官済引委部経員会済事法 1988. 10 

，， 経規る新制営緩論潮和流の構後築のー米経を国営目指空問運題し研のて発究ー生にみと空られ運 交年通学研究報/1988 
研究年 1989. 3 

現住訳 現代航空経済概論（山上徹監訳） 成山堂書店 1986. 10 

，， 国際航（空輸送の経済中学西
塩見英治・ 健一と共訳）

成山:1jt書店 1988. 1 

f也 規制緩和と労働問題 ていくおふ 1988. 7 

高見玄一郎 壬，f;tt・－ Planned Economy and a Port China PORTEX 1987. 9 Information Syst巴m ’87，上海

，， Rec巴ntPrs1Vs~~~~n Trade In- NCITD年次大会 1988. 6 formation in Japan 於ニューヨーク

，， 東第京I章湾総の新論し東い機京能湾のに関新す時代る研究 港湾研 1988. l 

，， l東京湾の主要プロジェク 卜千葉港 " 1988. 1 

" 東京港 ，， 1988. 2 

，， ，， 横浜港 ，， 1988. 4 

，， 
" 川崎， 横須賀港

，， 1988. 5 

，， 2.東京湾のゾーニングプラン " 1988. 7 

第2章生産系と
石油 1988. 7 ，， 

産業構造の変化 " 

，， 
" 鉄鋼 " 1988. 10 

，， 
" 造船 " 1988. 11 

，， 第3章物流系の変化 海運 " 1989. 1 

" 
，， (1）港湾貨物 " 1989. 2 
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氏 名 区分 発 表 ア て7 発表箇所 発表年月

高見玄一郎 号，，間語、 第3章物流系の変化 (2）港湾貨物 港湾研 1989. 3 

田中省三 共 現代の港湾 税務経理協会 1987. 10 

去niiU わが国港湾の労働政策と課題 日報本港湾経済学会
年 No.24 1986. 10 

，， わが国港湾における労働時間制の 港湾報労働経済研究 1987. 2 
検討 年 No.11

，， 国国際港湾働労機働lζ関する ILO 港湾労働経済研究
1989. 2 （際労 関）の模索 No.13 

千須和富士夫 きHιllU 港湾労働の！磁域についての研究 所港年湾労報働経済研究
No.11 1987. 2 

共 現第第代~章章の港わ港湾が湾国業務におの体け系る港湾の発達 税務経理協会 1987. 2 

士d去＇efu〉、 売上税と港運業界 「港運」 1987. 4 

，， 港湾の情報化とその歴史的意義比） if)海事産業研究所報 11 
1987 ・12

" 
港組湾企業の情報化の現状と今後の取
みかた 「港運J 1987. 12 

" 続・貨港湾労労働働をの職心域に関する研究一海 中 lζー 所港湾年労報働No.経12済研究 1988. 1 

，， ヒンターランドの類型化と領域の測定 日本報港湾経済学会年 No.26 1988. 10 

" 
産業構造曜荷調整の進展と港湾労働
一日 役再聞をめぐって

港湾報労働経済研究
年 No.13 1989. 2 

筒浦 明 J日β間、 クレタ文化 日本海学会誌No.121987. 8 

" 
北海道沿岸域における海況と内陸開 日概本沿集岸域会議講 1988. 6 発K関する研究 演要 No.1 

" 
北海発道開発における港湾から内陸へ
の展 ~~遺著書童書会 1988. 8 

陶 恰敏 三”；iiU 国際複複合合一運貫送輸業者送の機能一 広研第究島2号経論済集大第学10経巻済 1987. 6 

,, カーゴ・シェア リング一定期船同 海運経済研究 1987. 10 間行動憲章条約第2条を中心として 第21号
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氏 名 区分 発 表 ア て7 発表箇所 発表年月

陶 伯敏 ~~ 国際複複合合一運貫送輸業送者の構造一 広20周島経年済紀大念学論創文立集 1988. 3 

，， 通し運賃の仕組と経済厚生 研第広究島11経巻論済集第大4号学経済 1988. 12 

" 
通し運賃の費用配分とその経済的

交198通8年学研研究究年報 1989. 3 意義

報 東アジアの経済成長と儒教文化 国際経済研究 1989. 2 

富田 功 辻仁 公益事業の多角化戦略 白桃書房 1988. 4 

壬民i間s、 港湾福利厚生対策の方向 Jil！~~ij首長 1986. 9 
，， 港湾労働問題のー側面 『港年湾労報働経済研

究 • Null』 1987. 2 

，， 港運経営問題と港湾労働 『港年湾労報働経済研
究• Nul2』 1988. 2 

評
秋山義継，古川哲次郎共著

「公益事業論」
『港連’86.6』 1986. 6 

，， G.ベル他著，中西健一他訳
『港連 ’86.7』 1986. 7 

「交通の経済理論」

角本良平著「新・交通論」 『港連 ’86.9』 1986. 9 

，， 天田乙丙著 「港運概論」 『港運 ’87.2』 1987. 2 

，， 池田宗雄著「港湾知識のAB CJ 『港返 ’87.3』 1987. 3 

，， ダグラス・M・レン著・横内窓久開監訳 『港湾経済研究 ・1987. 10 『都市のウォーターフロント 発』 Nu25』

，， 山上徹編著 「国際物流概論J 『港湾経済研究・ 1988. 8 Nu26』

資 海ブ外レ港湾事情港 ・ニューオ リンズ港，
『港連’86.10,11, 

1986.10.1 ーメン ，ハンブルクj巷 12』 12 

，， 海外港湾事情・シアトノレ港 『港運’87.1』 1987. 1 

，， 識港運及企び実業態の情調報査化報対告書応等lζ関する意 促（財進）協港議湾会近代化 1987. 4 
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氏 名 区分 発 表 ア ーマ 発表箇所 発表年月

富田 功 資 海外港湾事情 ・ノレアーフソレ港 『港運’87.5』 1987. 5 

，， 海外港湾事情・ニューヨーク／ニュ
『港運 ’87.6』 1987. 6 ージャージー港

，， 国際港湾労働事情の変化 『港連 ’87.7, 9, 
1987. 7 （上 ・中・下） lOJ 9.10 

，， 海外港湾事情・ロッテノレダム港 『港運 ’87.8』 1987. 8 

N 海外港湾事情・ボストン港 『港連’87.11』 1987. 11 

，， 応国策際物流の変化調の報中での港運業の対
lζ関する査告書

促（財進協）港議湾会近代化 1988. 3 

報 現代の港湾労働問題 関日本東部港会湾経済学会 1986. 10 

N 港連経営の現状と課題 向上 1988. 4 

，， 港連経営の実態と問題点 襲表号会事）千富謀議 1988. 8 

N 港運経営の変貌と今後の課題 関日本東港部会湾経済学会 1988. 11 

東海林滋 忌日ι間 海運政策論の現代的課題 『海道経済研究』
1986. 10 第20号

，， 現代アメリ海カ運のの保変守容主義と海運政策
一国防

関集4西』・大第5学3合1巻併『商第号学3論・1986. 11 

，， コンテナ化と定期船市場の構造 第『韓4国号海運学会誌』 1987. 6 

，， 定済期論船市場の構造IC関望す）る最近の経 『海運経済研究』 1987. 10 理について（展 第2i号

F〆
不定期船の供給調整iζ関する理論に 関集西大第学『商学論 1988. 4 ついて J 33巻第 l号

ユ'Ct 国際物流と海運 ダフノレ ・スタック
・ト レーンの進行を中心IC 産関治西研業大究セ学所ミ経ナ『済第ー9』・4政国 1986. 10 

中本昭夫 若 大河のごとく（港巡業者の伝記） 芸文堂 1987. 8 

号Hβ!Ill 環黄海経済圏構想と港湾について 日報本港湾経済学会年 No.25 1987. 10 
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氏 名 区分 発 表 ア て7 発表箇所 発表年月

中本昭夫 吾6ム聞 (No. 2) 韓国港湾経済学会 1988. 7 
誌No.4 

他 韓国との文化交流について 火の園No.16 1986. 11 

" ゲーム文化考（政治と行政） 火の国No.18 1988. 11 

松尾俊彦 こf上 Fortran 77によるフ科ラ学技術計算サ
ブノレーチン・ライ リ 啓学出版 1988. 5 

，， C言語による科学技術計算サブルー 啓学出版 1986. 11 チン・ライブラリ

予s~間 物流IC関する学問，学科の体系につ 学広校島紀商要船高第等9専号門 1987. 3 いて（そのl

" 
析多変量解析を用いた物流業の経営分 向上 第10号 1988. 3 

，， 物課流題における内航海運輸送の役割と 広学校島商紀要船高第等11専号門 1989. 3 

三木楯彦 共 配船の経営科学（下条哲司編著） 成山堂書店 1986. 9 

z日ι冊 米析国内陸におけるコンテナ流動の分 日本号航海学会論文
集76 1987. 3 

，， 空コンテナ着地時の上下方向衝撃力 ,, 第77号 1987. 9 の現地実験

，， 考国察際海上コンテナ運用計画に関する ,, 第78号 1988. 3 

，， 大阪湾の海上交通需要予測 関西交通経第済研究
センター 7号 1988. 9 

,, 合内理航海化遥とフェリー輸送による物流 航海 1989. 3 （日本航海学会）

訳 2~世中紀間技哲術郎文，坂化史本賢（上三下監巻訳）） 筑摩書房 1987. 1 

宮下園生 著 海 連 晃洋書房 1988. 2 

長命 定期船業の規制緩和と市場への作用 海運経済研究20号

神戸or大kl学m経営学部，， 日本海運業の発展と構造変化 W ng Paper 1986. 10 
8609 
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氏 名 区分 発 表 ア て7 発 表 箇所 発表年月

宮下関生
壬uι'"' 
海所道収）（中西俊一編『現代の交通問題』 ミネノレヴァ書房 1987. 5 

一一一一ー一一

N 海逆秩序の変化と海運同盟の動態 海運経済研究21号 1987. 9 

,, 現代海辺論の潮流 神戸Qて大kl学ng経P済a学部W er 
8708 p 

1987. 10 

，， 国際航空貨物輸送業の成長と競争 国民経済雑守誌156巻5 1987. 10 

，， 国際空運物流とトータノレコスト 国民経済雑号誌
157巻 1 1988. 1 

，， 諸外学説国における海（五li論の展開所（『交 運輸経済研究セン 1988. 3 
通 史の研究そのill）』 収） ター

，， Jロ；ft~20ese Shipping Policy in 
P Years 

神i¥8戸09大km学g経P済a学pe部r 1988. 4 

,, 海船運業同盟政策の転換とコンテナ定期 海事産業研究所取 1988. 7 No. 265 

" 台湾 ・斡国の港湾サービス事情 都市政策53号 1988. 10 

，， 国分析際物流システムと トータlレコス ト 国民経済雑誌 1988. 11 158巻5号

Changes in the Shipping Envi『
Proceeding of 
International 

" 
ronment and Counter Strategiー Maritime Semi-

1989. 2 
es of Japan toward th巴Year nar held ~l Ko-
2000 rea 1~an ime 

Insti ute 

1L1_I: 徹 著 交通サービスと港 成山堂書店 1987. 5 

'&. 台L オコーナー現代航空経済概論 成山堂書店 1986. 10 

f疏 港と経済 ・社会の変貌 時潮社 1986. 9 

’F ｜国際物流概論 白桃書房 1988. 4 

~® パンクーパー港の発達と課題 日大商第学集巻志
56 第2号 1986. 11 

，， 航空産業における規制について
日本観光学会年報 1987. 12 No.17号
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氏 名 区分 発 表 ア て7 発表箇所 発表年月

山上 徹 去日ゐHU、 ポート・ オーソリティ組織と販売に 日大商学集志 1987. 3 ついて 第56巻第4号

" 港の立地・変化と研究課題
日大商第学集志
57巻第 1号 1987. 8 

’F サービ句ス貿易について 日大第商学集巻志
57 第2号 1987. 12 

" 自由港について
港湾経済研究年報

1988. 2 No12 

，， 空港競争とネッ トワークについて 日大商学集巻志
第58 第1号 1988. 7 

" 港の背後地とネッ トワークについて
日幸本日港湾経済学会
年 No26 1988. 8 

" 沿岸域開発における造船業の参入 日本沿岸論域文会集－議No. l 1989. 3 

言平
AlanB. Branch, Elements of Por 日本報港湾経済学会 1987. 10 Op巴rationand Management 年 No25

資 対関東地区造船業の研需要究動向と今後の応IC関する調査 日本造船振興財団 1989. 3 

山村 A寸'2 毛＂／＞.冊 国際一貫輸送の進展と港湾問題 日本報港湾経済学会
年 No.24 * 1986. 10 

主（要東京港湾港の）歩みと明日への動き TRANS AGE 1989. I 
No 5 （目立物流）

二，It、 「近湾代体日本交通史J （戦時下の海運港制） 法政大学出版局 1987. 4 

ft 今後の港運業のあり方lζ関する考察 東京港運協会 1987. 3 

前E 遠田雄志訳「イノベーションの本質」 東日「鉄洋本経鋼鉄i界鋼湾連新」報盟社 1987. 2 

" 徳田，柴田編「現代の税港湾務j経理協会 日「港本湾港」湾協2会月号 1988. 2 

紹 中西健一著「現代の交通政策」
日「港本湾港湾」協6会月号 1988. 6 

山野辺義方 若： 航空業界（産業界シリ ーズNo540) 教育社 1988. 4 

ゴ1二 陸運業経営の基礎 白桃書房 1986. 7 



272 業績リス ト

氏 名 区分 発 表 ア てF 発表箇 所 発表年月

山野辺義方 ，， 航空年監 (1986年版） 日本航空協会 1986. 8 

，， 航空年監 (1987年版） 日本航空協会 1987. 9 

" 陸連業界（産業界シリーズNu538) 教育社 1988. 4 

航空宇宙年監 (1988年版） 日本航空協会 1988. 10 

号日必間入
流通センターの展開と課題一郡山， 官童話童話究」 1986. 10 仙台，岩手’応芭センターの事例研究ー Nu 7 

" 物流戦略の展開と諸問題 日「本季倉刊倉庫協庫会」Nu72 1987. 2 

" 
アメリカの運輸規制改革と鉄道・卜 「流通問題研究」 1987. 4 ラック事業 Nu 8 

，， 茨城県の物流構造 「流通問題研究J 1987. 10 Nu 9 

" 民営化と経営戦略の方向
日本航文空協会「航
空と化」 Nu26 1988. 1 

" 国際航空貨物輸送の成長と諸問題
「流通問題研究」 1988. 4 NulO 

，， アメリカにおけるロジステイクス ・ 号室箱詰聖護霊」 1988. 4 マネジメン トの展開

，， 通態遂調事査業報告の動書向の一考運察輸一省通遂事業実 陸「連RO経A済D新1~聞社 1988. 4 
巻3号

，， ビジネス ・ロジステイクスの意義と 2日7「刊事巻工務9業管号新理聞J社 1988. 9 課題

，， 国際宅配便のサービス水準 「流通問題研究J 1988. 10 Null 

，， 日本経済と国際航空貨物輸送の展開 「季刊倉庫JNu79 1988. 11 

評 武知京「三都著市近郊輸送の史的展開」
「ROAD」 1986. 10 17巻9号

，， 吉村21世真紀事の著空「を地l域航空システム」 「ROADJ 1986. 11 一 駆けるコミュータ一一 17巻10号

，， 阿部三夫著「宅配便・準引越運款送トラ 「ROAD」 1987. 3 ンクムームサービス標約の解言見」 18巻2号
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分｜ 発表テーマ ｜発表箇所｜発表年月

霊問機語「近代日本交通史一明治 IrROAI?J I 
新から第2次大戦までー」 I rn巻5号j1987. 6 

業績リスト

氏 回名
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A院内＝＇ 1988.3 
iヨ弓豆 Lτ三F

－
n川
υ

n
M
d

一－

1
 

・

目

－

p
h
u

－
n
k
u
 

n
D

－
n
D
 

ハM
d

一

ハ凶
Jv

e
i
A

E

’ii 

済

社

経

世
一
一
ム

L
」

・

凶

一

品

輸

出

帆

オ

運

一

清水義汎編著「現代交通の課題」

！？記船の経営科学』

I r経営、ンミユレーションJ

共吉田

Aω毛
－
 

F
h
u
 
no 
n
u
u
 
－－ 
i
l
ii
i
 

~ 
fヨ

N ｜開業…製開戦略 ｜海運経問 1986. 10 

交通業の垂直型多角化の戦略的意義！海事交通研究 1987. 10 

，， lntermodal Coトm曲p格etitionにおけ ，， 1988. 3 るセカンドベス

，， 海運企業における戦略的課題 ，， 1988. 10 

，， ｜ドI川附……e訂叩…rm叩mo似山ト価格山 κ 神戸類商船大学紀要 1988. 7 るセカンドベス とその展開 第 1

，， 北米におけるダブルスタックトレイ
海外海事研究 1987. 7 

ンの動向

，， 海運業における競争戦略 海道経済研究 1988. 10 
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編集後記

「昭和Jから「平成Jへと時代は移った。かつて我々は，「昭和」とはど

んな時代であるのか，と論じたように，今我々は， 「平成」という時代を展

望しながら，その時代の位置づけを考えてみなければならない。と同時lζ，

一つの学会の在り方も，新しい時代を迎えた乙とを契機として，その位置づ

けが何らかの形で検証されねばならないのかも知れない。

わが国の最近の産業構造の変化によって，乙れまでの鉄鋼・造船・自動車

等を中心とした重工業から半導体で象徴されるようなエレクトロニクスの隆

盛は，港湾貨物の在り方一重厚長大型から軽薄短小型ーそのものにも大

きな変化がもたらされた。そして，乙のような状況が，港とそれを取り巻く

臨海部の構造的な新しい考察の材料を，我々に提起した。とくに，わが国の

ように，限定された経済圏を中心lζ諸ー機能の集中化がみられるようなと乙ろ

では，港を含む臨海部の再検討は，都市それ自体の活性化にとっても不可欠

な課題になっている。

かつての社会科学的側面からの港湾研究が，その内部の組織と港湾それ自

体の機能の近代化に研究の視覚が置かれていたとすれば，今日では，港湾研

究そのものが都市の生活文化領域全般にまで拡大されてきたように感じられ

る。その意味では，我々の研究の課題とすべき領域はますます広域化するで

あろうし，個々に深化させた研究成果を乙れまで以上lζ総合的な視覚で捉え

なければならない現実に置かれる。

幸いな乙とに，乙の度の大会lζ際して多くの正会員から論文が寄せられ，

我々年報編集委員が，その論文を掲載するにあたり多くの論をはさむととが

できた乙とは，学会の学的水準を高めるうえlζも，必要な乙とであったと思

う。今後編集委員会としては， 提出論文の査読委員の組織化を通して， 一層

充実した年報を刊行出来れはと願う。

小林照夫記
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年報編集委員（50音順）

小林照夫 （関東学院大学教授）

柴田悦子 （大阪市立大学教授）

徳田欣次 （釧路公立大学教授）

富田 功 （横浜港湾短期大学校教官）

松橋幸 （横浜港湾短期大学校教官）

三村真人 （神奈川県立外語短期大学教授）

山上 徹 （日本大学教授）



・日本港湾経済学会のあゆみ

1962年創立総会および第l[Ei_J大会開催（縦浜港）

1963年第2回大会（点 ノEτ』3、 港） 共通論題（港湾校資の諸問題）

1964年第3凶大会（fill 戸 港） 共通論題（経済発展と港湾経営）

1965年第4I亙｜大会 U",,1，－ 屋港） 共通論題（地域開発と港湾）
1966年第5回大会（新 潟 港） 共通論；週 （日本海沿岸ICおける港湾の諸問題と将来）

1967年第6回大会 Ut1L州・ド関港） 共通論題（輸送の近代化と港湾）

1968年第7回大会（小問・道央諸港） 共通論題（流通体系の斉合性と港湾の近代化）

1969年第8回大会（大 阪 港） 共通論題（大都市港湾の諸問題と将来）

1970年第9回大会 Wr * 港） 共通論題（i流通革新と埠頭経営）1971 年第10回大会（横 浜 港） 共通論題（広域港湾と港湾経営の諸問題）

1972年第11回大会付，，， 戸 港） 共ifilJ命題（輸送システムの変革と港湾運営）

1973年第12回大会（名古屋港） 共通論題（港湾の近代化と地域経済・社会）

1974年第13回大会（長 l崎 港） 共通論題（地方港湾の役割と課題）

1975年第14回大会（千 3さ 港） 共通論!Hi（港湾と物価問題）

1976年第15回大会（那 新 港） 共通論題（港湾経営と財政問題）

1977年第16回大会（東 川一E」7、’ 港） 共通論題（港湾と都市問題）
1978年第17回大会（札幌・道央諸港） 共通；命題（地域開発と港湾問題）

1979年第18回大会（till 1コ 港） 共通論題（都市と港湾）

1980年第19回大会（佐世保港） 共通論題（人間生活と港湾）

1981年第20回大会（儲 iJ:f 港） 共通論題（都市経済と港湾経営）

1982年第21回大会（富山新港） 共通論題（地方港湾の構造と課題）

1983年第22回大会（必 山 港） 共通論題（輸送体系の変化と港湾）

1984年第23回大会（名古 屋港） 共通論題（国際経済と港の動向）

1985年第24回大会（大 阪 f巷） 共通論題ー（港湾活性化と都市再開発）

1986年第25回大会（東 ,'K 港） 共通論題（港湾と国際複合輸送の展望）

1987年第26回大会（清 * 港） 共通論題（臨海部再開発と港湾）1988年第27回大会（北 海 道） 共通論題（港湾と ヒンターランド）

1989年第28回大会（北九州港） 共通論題（港湾と国際経済社会の変貌）
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